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ユOO万分の1日本地質図に用いた投影図法

草深源三郎(元所員)

地質調査所の地質図類の投影図法は従来おおかたボ

ンヌ投影法によっているが今回の発行された

1:!,000,000日本地質図はこのボンヌ投影法によらず

多円錐投影によっていることを解説する.

単円錐投影の場合は一つの円錐を以って地球を覆う

のであるが多田鋒投影の場合は投影すべき各平行圏

(緯線)のおのおのに円錐を接しこれを共通の子午線

上に重ねて一平面に展開するものである.

このように円錐を多く用いるところから多円錐投影一

(PO1yconi･PrOi)と呼ばれている.

多円錐投影には一本の基準経線を有する普通名円錐

図法と二本の基準経線を有する変更多円錐図法および

経緯線の直交する直角多円錐図法の三種類がある.

1･普通名円錐図法(Norma1po1yconicproj.)

一名等距離多円錐図法ともいわれ1820年アメリカ

沿岸測量局において考案されたものでアメリカ図法と

もいわれている.

この図法では

a･中央子午線(経線)は直線でその線上では緯線の間隔が

地上に等しい.

ブ=R･･tgθ=2･i･ψ
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この図法は正積でも正角でもないが中央経線付近で

は経線方向の線歪曲が極めて少なく約900友m以内で

は1%以下でその歪曲の誤差は紙の伸縮による誤差よ

りも小さいことを報じている.但し遠く距たるに従っ

て増大する.また経線上の距離および面積の誤差は

次の近似式で%で表わされる.

五一･(㌍割2

ここでz㌧緯度の度で表われる中央経線からの真の距り

ψ=緯度
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2･変更多円錐図法(Modi丘edpo1yconicproj.)

近年まで国際100万分の1図に用いられていた図法で

(現在はランベルト等角円錐図法に代っている)経度差6｡

緯度差4｡(緯度60以上では経度差ユ2｡とする)の範囲を一枚

の図葉としてこの範囲を多円錐図法で投影するもので

この場合普通名円錐図法と若干異なった方法を用いて

いる.その違いは次のよう恋ものである.

a｡地図の図画は鮭緯線によって構成され上下の図画線は円

弧であるが左右の図画線および経線は直線である.

b.緯線は中央経線上に中心を持ちおのおのの緯度で地球に

接する円錐の母線の長さRc0印を半径とする円で各緯

線カミ独立に同等の資格を持っている.赤道は中央経線に

垂直な直線である.

C･経線は各緯線上に経度差に対する地球上の緯線の長さに等

しくとり同経度の点を恋めらかな曲線で結ぶ.その曲

率は中央経線から遠ざかるに従って大きく校る.経線

緯線の交線も踊りを増すと共に直角から外れてくる.

この図法の坐標による作図は中央経線をツ軸とし

ツ軸と各緯線の交点を原点とする直角坐標で各緯線に

ついて経線との交点をプロットし同緯度同経度の点

をなめらか抵曲線で結んで経緯線を作図する.

投二形式は次のとおりである.

トレrトト

�

�

�

�

図1左側は地球の関連緯線を表わす投影上の円の中心(K,K1,K2,K3)

を示している右側では多田鋒展開時の円の半径秘変化するため

外側の経線カミ歪む状況を示している�
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図2球の多円錐図法の経緯線網を示すこの図で分るように中央経線に沿う南北に長い地域で歪みが少なく

中央経線から隔たるに従って経線の曲率が増してきて経緯線間隔が増大することを示している

b.図の中央線を実長とせずこれよリ2｡離れた経線を実長に

し中央経線をわずかに縮小することによって誤差を全

図葉に配分している.

c.図葉内の1｡毎の緯線は等間隔に描く.

作図は中央経線の南北の端で中央経線をY軸とする直

角坐標で南北の緯度について経度1｡毎にユ,ツ坐標で

展開しその点を結んで南北の図画線を描き同経度の

点を直線で結んで経線を作図し経線を4等分した点を

結んで図葉内の緯線を作図する.

地球原子はクラｰク原子を用いている

θ

座標はπ=ブtanθy=2グsin望_θ=2sing

�

で与えられる

この",ツと縮小された中央経線の長さの数値はア

メリカ沿岸測量局特別出版物No.5に公表されている.

3.直角多円錐図法(Rectangu1arpo1yconicproj.)

さきの普通名円錐図法における緯線の描法をそのまま

に踏しゅうしてこれを描いたのち経線を緯線に常に

直交するように定める時はいわゆる直角多円錐図法を

得る.本図法は単に緯線と経線カミ直交するというだけ

で決して完全な正角図法ではない.

角の歪みは中央経線から余り隔たらない限り極めて小

さくかつ中央経線付近では図は常に正しく表われる.

またこの図法は等距離多円錐図法の時と同じくこれに

よって描かれた同緯度帯の部分図が一平面上に接続す

る特性を有しイギリス陸軍省情報局出版の地図に広く

用いられている.

昭和53年12月に出版された1:1,000,000日本地質図

の投影図法はこれまでに述べた三つの多円錐図法のう

ちの最初の普通(等距離)多円錐図法によっている.

この1:1,000,000日本地質図の本図の範囲は東経

127｡一145｡北緯30｡一45｡の地域で中央経線を東

経136｡基準緯線を36｡と定めて直角坐標法によって

作図したものである.

従って中央経線よりの踊りは左側で9｡差右側で9｡

差となり緯線間隔は15｡で線および角の歪みが極めて

小さいものである.アメリカ沿岸測量局ではその歪�
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図3

中央経線を東経136｡とした多円錐図法の経緯線の

展開網を示す

経緯線間隔は2｡毎である

図の中央より左側では直角坐標法による展開の模様

を示している図の右側では完成された経緯線網

の中に東肩本の周辺を描き入れたものである

図の中のやや太い図画線は今回の1:1,000,000

日本地質図の範囲を示している

みは紙の伸縮による誤差よりも小さいことを立証してい

る.分図には北方四島小笠原諸島および沖縄を含

む南西諾島をそれぞれ200万分の1の縮尺で表示した.

�

図の全面積のτを占める左上の部分には表題凡例

および火山活動区と地質構造区の二つの分図を納めてい

る.この二つの分図はそれぞれ縮尺800万分の1のも

のであるカミこの図の投影も普通名円錐図法によってい

る､今回の1:1,000,000日本地質図の作図にあたり

あらかじめ多円錐図法による300万分の1の日本全図

を作製しこれを基にして500万分の1800万分の1

および1,000万分の1の3通りの日本白図を作って今

回の製図作業に使用した.そして本図と分図とを同一

図法で表現することを図ったのである.

ひるがえって筆者の担当したものを次に示す

多年にわたって地質調査所が用いていたボンヌ図法を

止めて多田鋒図法によったかそのいきさつを簡単に

記しておきたい.

昭和27年1:3,000,000Geo1ogica1MapofJ乱panの

作図に当って検討の結果時の地質課長斎藤正次氏(原

図の製作者)の意見に従いこの普通名円錐図法による

ことにしたものである.

その後昭和31(1956)に1:2,000,000日本地質図

の作図の際もこの図法によった.現在この日本地質図

は第4版を発行中であるカミ図法の変更はない.

従ってこの1:2,000,000日本地質図の図画および地

形を基図とする鉱床図温泉分布図その他10数種の

200万シリｰズはすべてこの普通名円錐図法によるも

のであることを付記しておく.

:3,000,000Geo1ogica1MapofJapan昭和28(1953)

:2,000,000日本地質図昭和31(1956)

これらは普通(等距離)多円錐図法によっている.�


